
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

淡路市社協だより 編集･発行:淡路市社会福祉協議会 

     地域支えあいセンター つな 

住 所 淡路市志筑新島 5-1 

電 話 0799-62-5214 

ＦＡＸ 0799-62-5503 

日 時 間 行 事 名 場  所 

４月 １日（月）  ９：００ 天神にこにこカフェ（志筑） 天神会館 

４月  ４日（木） 
１０：００ 大町カフェ「いえもん」（大町） 大町会館 

１１：００ 中浜ふれあいサロン（佐野） 淡路島公園 

４月１０日（水） １０：１０ 高倉ふれあいカフェ（大町） 木曽上畑コミュニティプラザ 

4 月 14 日（日） １３：００ 連東中サロン（志筑） 田井会館 

４月１７日（水） 

１０：００ 大町上カフェ（大町） 大町上公会堂 

１０：４０ 神ノ内サロン（佐野） 神ノ内会館 

１４：００ 在カフェ（塩田） 在会館 

4 月 18 日（木） １０：００ 
生穂浜カフェ（生穂） KOKAGE 工房 

大町カフェ「いえもん」（大町） 大町会館 

4 月 19 日（金） １０：１０ 西谷サロン（志筑） 西谷会館 

４月２２日（月） 
９：３０ 高倉サロン（大町） 木曽上畑コミュニティプラザ 

１０：００ 青葉サロン（塩田） 下司敬天会館 

４月２４日（水） 

１０：００ 
高倉ふれあいカフェ（大町） 木曽上畑コミュニティプラザ 

連東中サロン（志筑） 笹山さん宅 

１０：３０ 中田サロン（中田） 中田会館 

１３：００ 里サロン（塩田） 里会館 

 

「スマホ・パソコン困りごと相談所」 
４月４日（木）・４月１８日（木） 

10 時～11 時 30 分（いえもんカフェと同時開催） 

費 用：100 円  場 所：大町会館 

対象者：大町地区の方限定 

主 催：大町まちづくり協議会 

この広報誌は、みなさんからお預かりしまし

た「赤い羽根共同募金」の一部を財源にして発行

しています。みなさんからお寄せいただいた募

金は、地域の福祉活動の貴重な財源として活用

させていただいています。 

「認知症カフェ〝おひさま Cafe〟」 
４月２４日（水） 毎月第４水曜日 

時 間：10 時～１１時３０分 

場 所：淡路市福祉会館１階会議室（志筑新島５－１） 

飲み物代：１００円 

時間内なら自由に出入りできます。 

問い合わせ先：090-9983-9019（関） 

       62－5214（社協つな） 

「スマホ教室＆スマホ相談」 
４月１５日（月）・５月１３日（月） 

10 時～ スマホ教室 

11 時～ 無料のスマホ相談 

場 所：淡路市福祉会館 

協 力：イオンモバイル・andProject 

問い合わせ 社協つな TEL 62-5214 

介護者の集い場 「介護のはじめ」 
４月１０日（水） 毎月第２水曜日 

時 間：10 時３０分～１２時頃 

場 所：omiyageya  HATCH(八浄寺横) 

問い合わせ先： 

社協つな          ６２－５２１４ 

千鳥会在宅介護支援センタ― ６２－７６００ 

淡路市地域包括支援センター ６４－２１４５ 

身近な場所で学びの機会を進めています 

「福祉カフェ〝気づき〟」 

月 日：4 月 25 日（木）１０時～１２時 

場 所：淡路市福祉会館 

問い合わせ：社協つな ６２－５２１４ 

地域の人が福祉について学ぶ機会や学校の福祉学習サポート、サロン・カフェ、まち

協同士の情報交換、子どもを通して子育て世代の人も地域活動に参加する機会を作る等、

さまざまな世代のつながり作りや活躍支援を行います。 

福祉カフェ「気づき」の周知、よ
り気軽に参加しやすい、身近な出
会い作り 
 カフェのことを地域の人に周知し、学びの

場を通して参加者同士が知り合い、つながり

合う機会を作ります。 

サロン・カフェ等世話人の 

情報共有会の定期的開催 
お互いの今後の活動のヒントや原動力になる

ように、定期的に情報交換会を行います。 
時には、他の地域に視察に出かけたり、よりよ

い交流が出来るようにします。 

20 分間ミーティングの普及 
サロンやカフェで集まった後に、見守りや防

災について無理なく話し合いが出来るよう、20

分間だけと時間を決めて定期的に実施します。 

 

イベントなどでのつながり作り 
 子育てに関するイベントや居場所づくりなど

を、関連団体やグループ等と協働で行えるように

します。また、今あるイベントなどを活用して、さ

まざまな特技を持った人が子ども達に教える機会

作りをします。 まちづくり協議会代表者との意見
交流会 
 それぞれのまちづくり協議会の活動状況を情

報交換し、今後の活動や取り組みに生かしてい

ただけるよう支援します。 

福祉学習サポート 
 学校などへの福祉学習を、津名地域の福祉事

業所等の職員の皆さんとともに行う機会を進め

ていきます。 

 
「 共生循環型地域社会づくり 」  

人口減による担い手不足や、地縁、血縁、社縁といったつながりが弱まっている現状をふまえ、地域

住民が参加し、人と人、人と地域社会が「支えられる側」「支える側」という関係や世代、分野を超えてつ

ながり支え合う取り組みが、生まれやすいような環境（多様性の尊重、気にかけ合う関係性、活動の場づく

り、安心感のある暮らし、就労や社会参加の機会）を地域の皆さんと話し合いながら作っていきます。 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月 8 日（金）に淡路市福祉会館で「第 1 回津名

地域ふれあいサロン・コミュニティカフェ活動者交

流会」を開き、10 名の方が集まりました。当日は、

それぞれ自己紹介も兼ねて、自分のサロン・カフェ

の様子や、日頃感じていることを伝えてもらいまし

た。 

参加された方々からは「津名の地域にサロンやカ

フェが 25 箇所もあるなんて知らなかった」「他所

の世話人の方々と知り合える機会になって良かっ

た」等の意見があり、引き続き交流会を定期的に実

施しながら、活動される方々がつながり合える機会

が大切だなと感じました。 

また参加者からサロンの参加者が少ない、世話人

が限られている等同じ悩みがあり、自分のところだ

けではない、まだまだがんばろうという気持ちになっ

たと感想もありました。今後もこのような機会を提案

しながら、地域で活動を続ける皆さんを応援していき

たいと思います。 

同じ思いの人達と出会うことで、気づき・つながる 

２０１４年４月にオープンしたいづかしの杜は、障

がいのある人が地域に関わり、“助けられたり助けた

り”の関係を紡いで１０周年を迎えます。 
１０年間のご理解・ご協力に感謝を込めてお祭りイ

ベントを開催します。お誘いあわせの上ご来場をお待

ちしています。 
 
日 時  ２０２４年５月１１日(土)１１時～ 
場 所  いづかしの杜（中庭） 
        淡路市仁井１４７８(旧仁井保育所) 
内 容  各種屋台、市内作業所バザー 
     ※ポン菓子の実演(あいあい作業所) 

※ふるまいコーナーもありますよ～ 
問合せ  いづかしの杜 Tel  ８０－２６７８ 

淡路市社会福祉協議会・淡路市善意銀行に

ご寄付いただいた方や団体を紹介します。  
津名中学校１年生…１４円 
津名中学校３年生… ５円 

ご寄付頂いた方の善意にこたえ、 
有効に活用させていただきます。 

みなさんの善意ありがとうございます 

 淡路市共同募金委員会では、能登半島地震の支援

金・義援金の支援協力を 1 月上旬からお願いし、津

名地域で２２箇所の商店等に募金箱の設置をさせて

いただきました。３月中旬現在で 136,931 円のご

協力いただき有り難うございました。募金箱は引き続

き、商店等で設置させていただいておりますので、よ

ろしくお願いします。 

能登半島地震の支援金・義援金に 
ご協力ありがとうございます 

 

ゴールデンウィーク中、津名地域は ５月３日（祝）

の移動販売をお休みさせて 
いただきます。 
よろしくお願いします。 

エコキャップの活動は、関係団体を通して、障がい者

支援等に活用させていただきます。淡路市社協では今年

3 月末をもちましてエコキャップの回収を終了させて

いただきました。長年に渡りご協力いただいた皆さま、

ありがとうございました。 

ありがとう！エコキャップ 

志筑小学校 …４８,１２８個 
津名東小学校…５０,９９７個 
津名高等学校…２０,７９１個  

今年も大町上地区では「大町上中山間むらづくりの

会」と「農地水グループ」の皆さんによる、しだれ梅や

黄色いラッパ水仙が 2 月末から 3 月初旬にかけて見頃

を迎え、大勢の見物客が訪れました。まだ肌寒さは残る

ものの、訪れた人達はきれいな花々を見ながら春の訪

れを感じていました。 

しだれ梅で春の訪れを感じて 

淡路市社協地域支えあいセンターつな運営委員会では、

各種団体の代表の方などが、毎月福祉活動や地域の課題な

どについて話し合いを行っています。 

３月７日（木）、地域活動拠点やコミュニティカフェな

どを視察研修しました。まず、大町まちづくり協議会わく

わく部会が行っている「大町カフェいえもん」を見学しま

した。大町小学校５年生の防災学習の発表があり、地図を

見ながら災害時の避難経路の考察や防災グッズについて

説明してくれました。「いつどこで災害が起こるか分から

ない、常に意識して行動する等改めて考えさせられた」な

どの感想がありました。その後、コーヒーを頂きながら、

大町カフェいえもんの雰囲気を体験しました。 

次に行った「さぬきうどん幸来」は、障がいのある方が

製麺作業、トッピング、接客、清掃作業等を分担して働い

ています。この場所で開店して 10 数年が経ち、常連の方

も多く、「おいしかった。また来るわな」の声が励みに

なっています。委員からも「ここに来たらおいしいう

どんはもちろん、知り合いの人や利用者の人に会え

る。気軽に寄りやすい場所でいいね」との声がありま

した。 

最後に、岩屋地域生活拠点つながりは、地域の誰で

も気軽に出入りできる場所として、月曜日から金曜日

の 13 時３０分～16 時まで、ボランティアグループ

が交替で運営されています。ここは、商店街の一角の

便利な場所にあり、外から中の雰囲気が見え、「気軽に

入りやすくていいね、津名でもこんな場所があったら

良いなぁ」という声がありました。 

実際の拠点等のイメージが湧きやすくなったので、

次の活動に生かしていければと思います。 

 

～第 1 回津名地域ふれあいサロン・コミュニティカフェ活動者交流会～ 
 

大町カフェ いえもん 

岩屋地域生活拠点つながり 

交流会の様子 


